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携帯型自動うイダーとサンプリングによる
浮遊粒子状物質の光学的性質の研党
肉藤季和、関i崎淳，中西基晴
（千葉県環境研費センター）
N.Lagrosas，久世宏，竹内延夫
(CEReS) 
昨年同様に可搬型全自動ライター（PAL）を千
葉県環境研究センターに設置し低層大気の
連続観測に用いた。このシステムにより得られ
るライダ一信号と地上測定局のSPMおよび
PM2.5との関係について報告する。
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表1 PALの仕様
レーザー LO励起Nd:YAGレーザー
波長 532nm 
パルス幅 50ns 
パルスエネルギー 15 μ J/pulse 
繰返し 1.4 kHz 
受信光学系 カセグレン式反射望遠鏡
口径 20cm 
受光視野角 0.2 mrad 
検出器 PMT R1924P 
検出系 単一光子計数法
計数回路 SRS430 
制御 ADSLを用いて遠隔制御
光軸調整 15分間隔
市原市岩崎西にある干葉県環境研究センター2階に設置してある状態。仰角38度で
北方向にレーザーを照射している。ADSL/INETRNETでCEReSから遠隔操作可能。
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20秒間隔での測定
結果が上のグラフに
なる。
下は1時間毎のグラ
フで、その下の横棒
グラフは20秒の測
定経過を表している。
左下の小さなグラフ
は15分間隔で行わ
れる自動光軸調整
の結果を示している。
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図1APALデータの例（低濃度）
2003年12月13～14日の低濃度時のデータの例である。横軸が時間で縦軸が高度で
す。上空に少し雲が見られるが、ほとんどクリアな空である。
-6-
104 
6手一一
y=0.0093x 
R2=0.7377 
?
?
，?
?
??
｝ ?
??
?
? ? ?
? ?
?
? ?
。 。
。
。
0 
0 0,01 0.02 0.03 0.04 
SPM Concentration (mgm-3) 
0.05 
図1BSPM濃度との相関の例（抵濃度）
この時のSPM濃度と消散係数の関係を散布図にした。多少のバラツキはあるが、相関もあ
る。横軸の単位をglこすれば、傾きは9.3になる。傾きは質量消散係数（MEE）になる。
MEEは消散係数と質量濃度の比
ロ貿量消散係数
1C [2 r2Qは t(r，λ，m炉（r)dr 
MEE＝ 「
1rp f r3 n(r )dr 
Qext(r,l,m) : the extinction efficiency 
r : theradius 
m : the re仕activeindex 
λ：the wavelength 
n(r): the particle size distribution 
p: the density. 
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図1CPALデータの例（高濃度）
これは2003年4月1日の高濃震の場合で、ある。高度1km以下のSPM濃度が高濃度で、 14時
頃から上空に雲が続いている。朝から夕方まで、高度1km以下は高濃度になっている。地上に
ある常時監視測定局のデータでは17～58μg/m3とそれほど高くはなかった。
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図1DSPM濃度との相関の例（高濃度）
高濃度時のSPM濃度と消散係数の散布図。このときのMEE！ま4.1になり、低濃度時の半分
以下になる。
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図4 MEEの月平均値（2003年）
2003年の一年間について、MEEの月平均を計算したところ、このグラフのように
月によって変化することがわかった。6月が最も低く、3月と10月が12付近の高
い値になっている。SPM濃度との関係も明白ではない。
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関2 質量消散係数とPM2.5濃度の関係（2003.7～2003.11)
46 
7月～11月に限って見ると、このようにPM2.5の割合とよい相関が見られる。MEEは小さ
い粒子ほど大きくなる傾向があるためと考えられる。
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図3 文献によるMEEの値
?
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この闘は文献値と理論値をグラフ化したものである。横軸は粒径パラメータである。粒径が
小さくなるほど、MEEが大きくなる傾向があり、ある粒径で特異的に高くなることがわかる。
今回のPALでは0.2～0. 3μmの粒径！こ相当する。この粒径のNH4N03や（NH4)2S04は
大きなMEEを持つ。
まとめ
• PALIま可搬型のライダーであり、大気境界
層のエアロゾルや雲底の観察に有効である。
＠地上のSPM濃度とレーザー光の散乱による
消散係数の関係を見ると日単位では相闘が
あるが、自が変わると傾きも変化する。
＠質量消散係数は月ごとに変化し、エアロゾ
ルとの関係は明らかでないが、PM2.5濃度と
は関係が見られる。
＠粒子の粒径や含まれる成分の割合によって、
MEEが変化している可能性がある。
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